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わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り

各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
概
要

各
委
員
会
で
の
主
な
審
査
概
要

議
会
基
本
条
例
策
定

　
　
　
　
特
別
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

　

６
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
は
、

各
条
例
の
条
文
に
つ
い
て
10
回
目
の
検
討
を

行
っ
た
。

「
会
派
」
に
つ
い
て

　
　
　

会
派
の
役
割
に
つ
い
て
、
会
派
希
望

案
の
第
３
項
「
会
派
は
、
政
策
の
立
案
及
び

提
言
等
に
際
し
、
必
要
に
応
じ
て
会
派
間
の

調
整
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
」
を
「
会
派

間
で
協
議
及
び
調
整
を
行
い
、
円
滑
か
つ
効

果
的
な
議
会
運
営
に
努
め
る
。
」
と
い
う
条

文
に
改
め
た
い
。

　
　
　

議
会
運
営
は
議
会
運
営
委
員
会
を
中

心
に
協
議
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
「
会

派
」
に
関
す
る
条
項
に
は
入
れ
る
べ
き
で
は

な
い
。

　
　
　

会
派
希
望
案
の
第
２
項
「
会
派
は
、

同
一
の
理
念
及
び
政
策
を
共
有
す
る
議
員
で

構
成
す
る
。
」
は
、
議
案
の
賛
否
を
拘
束
す

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

　
　
　
　
　

第
２
項
は
議
案
の
賛
否
を
拘
束

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
。
そ
の
上

で
、
引
き
続
き
検
討
を
要
す
る
こ
と
と
し
た
。

「
報
酬
」
に
つ
い
て

　

議
員
報
酬
の
在
り
方
と
、
委
員
会
ま
た
は

議
員
が
、
報
酬
改
定
案
を
提
出
す
る
と
き
の

基
本
姿
勢
に
つ
い
て
の
条
文
を
併
記
す
る
案

に
つ
い
て
協
議
し
た

　
　
　
　
　

合
意
に
は
至
ら
ず
、
引
き
続
き

検
討
を
要
す
る
こ
と
と
し
た
。

「
会
議
等
の
公
開
」
に
つ
い
て

　
　
　

第
２
項
の
「
議
会
は
、
市
民
が
会
議

等
を
傍
聴
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。
」
と
い
う
条
項
に
つ
い
て
は
、

「
市
民
と
議
会
と
の
関
係
」
に
関
す
る
条
項

に
追
加
し
、
「
会
議
等
の
公
開
」
に
関
す
る

条
項
は
削
除
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
内
容
を
確
認
し
た
。

「
前
文
」
に
つ
い
て

　

会
派
希
望
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
た
文
案
を

基
に
、
前
回
の
委
員
会
で
の
意
見
を
受
け
、

修
正
し
て
き
た
修
正
案
に
よ
り
、
協
議
し
た
。

　
　
　

一
部
文
言
が
抽
象
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

引
き
続
き
検
討
を
要
す
る
こ
と

と
し
た
。

（
落
合
範
良
）

　
　
財
政
調
整
基
金
の
見
通
し
は
。

　
　

令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、

約
15
億
円
を
繰
り
入
れ
る
編
成
で
あ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
様
々
な
経

済
対
策
等
に
よ
り
、
債
務
負
担
行
為
分
を
含

め
約
９
億
円
の
追
加
繰
入
の
見
込
み
と
な
り
、

元
年
度
末
の
基
金
残
高
約
54
億
円
か
ら
現
在

約
31
億
円
に
減
少
し
て
い
る
。
国
の
１
次
補

正
に
お
い
て
、
市
に
対
す
る
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
上
限
と
し
て
示
さ
れ
た
額
は
２
億

３
６
６
６
万
１
０
０
０
円
で
あ
り
、
２
次
補

正
に
お
い
て
も
同
等
程
度
の
率
で
の
交
付
と

な
れ
ば
、
そ
の
分
を
あ
る
程
度
は
補
塡
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
今
後
に
お
い
て

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
対
策
が

必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当

初
の
想
定
よ
り
も
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
る

も
の
と
予
想
し
て
い
る
。

　
　
避
難
所
内
感
染
防
止
用
備
蓄
品
の
購
入

内
訳
と
、
そ
の
使
用
期
限
は
。

　
　

高
さ
１
・
４
メ
ー
ト
ル
程
度
の
パ
ー
テ

ィ
シ
ョ
ン
１
０
０
張
り
、
マ
ス
ク
１
万
枚
程

度
、
使
い
捨
て
手
袋
、
非
接
触
型
赤
外
線
体

温
計
10
個
を
予
定
し
て
い
る
。
マ
ス
ク
の
使

用
期
限
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
古
い
も
の

か
ら
順
次
使
用
し
て
い
き
た
い
。

　
　
今
回
、
前
年
度
の
積
み
残
し
が
出
た
ふ

る
さ
と
納
税
の
状
況
は
。

　
　

前
年
度
の
基
金
積
立
金
予
算
に
つ
い
て
、

当
初
で
７
０
０
０
万
円
の
計
上
、
12
月
補
正

で
５
０
０
万
円
の
追
加
、
２
月
補
正
で
２
５

０
０
万
円
の
追
加
を
し
、
合
計
１
億
円
と
し

た
。
寄
附
金
額
が
予
想
以
上
に
伸
び
、
最
終

的
に
は
、
約
１
億
４
０
０
万
円
に
達
し
た
こ

と
か
ら
、
今
回
、
差
額
分
を
積
立
て
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は
。

　
　

寄
附
の
状
況
は
６
月
14
日
時
点
に
お
い

て
１
１
３
６
件
、
１
８
４
２
万
５
０
０
０
円

で
あ
り
、
前
年
同
期
比
で
約
２
倍
と
な
っ
て

い
る
。
返
礼
品
の
登
録
も
増
加
し
て
お
り
、

72
事
業
者
、
３
１
３
品
の
登
録
と
な
っ
て
い

る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
良
く

掲
載
す
る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
い
。

　
　
青
葉
台
自
治
会
館
建
設
に
対
す
る
助
成

決
定
ま
で
の
経
緯
は
。

　
　

毎
年
９
月
、
全
て
の
自
治
会
長
、
町
内

会
長
に
対
し
、
地
域
集
会
所
建
設
等
に
係
る

市
補
助
金
要
望
の
確
認
を
行
い
、
そ
の
際
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
つ
い
て
も
情
報

提
供
し
て
い
る
。
今
回
、
青
葉
台
自
治
会
を

含
む
２
件
の
要
望
が
あ
り
、
県
に
対
し
全
て

の
申
請
書
を
提
出
し
た
。
申
請
は
、
各
都
道

府
県
当
た
り
上
限
３
件
で
あ
る
た
め
、
こ
れ

を
上
回
る
場
合
は
、
各
市
町
村
の
採
択
実
績
、

申
請
団
体
の
財
政
状
況
等
に
よ
り
県
が
選
考

し
、
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
へ

申
請
し
て
い
る
。
県
に
お
い
て
は
、
初
め
て

の
建
設
で
あ
る
こ
と
等
を
理
由
に
当
該
自
治

会
を
選
考
し
、
同
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
採
択
さ

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
渡
邊
正
人
）
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